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◎
中
座　

敏
和　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
井　

信
雄　
　

國
府
田
和
弘

　

石
嶋　
　

巌　
　

水
柿　

美
幸

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案６案を審査しました。
いずれも原案のとおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

問問�

総
合
計
画
策
定
に
当
た
り
、
今
後
、
市

民
と
の
接
点
を
ど
の
よ
う
に
持
つ
の

か
。

答答��

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
市
民
ワ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
る
。
多
く
の
方
か
ら
の

を
開
催
し
て
い
る
。
多
く
の
方
か
ら
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

て
い
る
。

○
議
案
第
41
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問問�

消
防
車
両
の
耐
用
年
数
は
20
年
が
判
断

基
準
な
の
か
。
ま
た
、
旧
車
両
は
公
売

に
供
す
る
と
い
う
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答答��

日
本
消
防
検
定
協
会
の
消
防
用
車
両

日
本
消
防
検
定
協
会
の
消
防
用
車
両

の
安
全
基
準
に
使
用
期
限
は
製
造
者

の
安
全
基
準
に
使
用
期
限
は
製
造
者

（
メ
ー
カ
ー
）
が
設
定
し
て
、
使
用
者

（
メ
ー
カ
ー
）
が
設
定
し
て
、
使
用
者

へ
提
示
す
る
も
の
と
記
載
さ
れ
て
い

へ
提
示
す
る
も
の
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
る
。1515
年
と
す
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
が
、

年
と
す
る
メ
ー
カ
ー
も
あ
る
が
、

本
市
の
消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
整
備

本
市
の
消
防
車
両
に
つ
い
て
は
、
整
備

点
検
を
的
確
に
行
い
、
必
要
な
部
品
の

点
検
を
的
確
に
行
い
、
必
要
な
部
品
の

交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り

交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
2020
年
更
新
と

年
更
新
と

設
定
し
て
い
る
。
旧
車
両
の
公
売
に
つ

設
定
し
て
い
る
。
旧
車
両
の
公
売
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
度
は
官
公
庁
オ
ー

い
て
は
、
令
和
６
年
度
は
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
て
売
却
を
し
て
い
る
。

ク
シ
ョ
ン
に
て
売
却
を
し
て
い
る
。

総
務
企
画
委
員
会

○
議
案
第
24
号

　

第
３
次
筑
西
市
総
合
計
画
に
お
け
る
基

　

本
構
想
に
つ
い
て

問問�

本
市
の
都
市
機
能
を
集
約
し
た
場
合
に

そ
の
周
辺
部
は
ど
う
す
る
の
か
。

答答��
都
市
機
能
だ
け
に
注
力
す
る
わ
け
で
は

都
市
機
能
だ
け
に
注
力
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
周
辺
の
集
落
・
農
村
部
の
地
域

な
い
。
周
辺
の
集
落
・
農
村
部
の
地
域

に
、
道
路
網
や
公
共
交
通
機
関
を
組
み

に
、
道
路
網
や
公
共
交
通
機
関
を
組
み

合
わ
せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
都
市

合
わ
せ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
都
市

部
に
つ
な
げ
て
の
生
活
利
便
性
向
上
や

部
に
つ
な
げ
て
の
生
活
利
便
性
向
上
や

都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
確
保
を
考

都
市
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
確
保
を
考

え
て
い
る
。

え
て
い
る
。

　

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

議

案

質

疑

動
画
視
聴
は

こ
ち
ら
か
ら

○
議
案
第
19
号

　

地
方
独
立
行
政
法
人
茨
城
県
西
部
医

　

療
機
構
第
３
期
中
期
計
画
の
認
可
に

　

つ
い
て

問問
第
２
期
中
期
計
画
の
取
組
に
つ
い
て
、

第
２
期
中
期
計
画
の
取
組
に
つ
い
て
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
経
営
分
析
に
よ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
経
営
分
析
に
よ

る
課
題
の
指
摘
、
提
案
の
内
容
は
。

る
課
題
の
指
摘
、
提
案
の
内
容
は
。

ま
た
、
そ
れ
ら
が
第
３
期
中
期
計
画

ま
た
、
そ
れ
ら
が
第
３
期
中
期
計
画

原
案
に
新
規
取
組
等
と
し
て
反
映
さ

原
案
に
新
規
取
組
等
と
し
て
反
映
さ

れ
て
い
る
か
。

れ
て
い
る
か
。

答答
病
床
稼
働
率
が

病
床
稼
働
率
が
8080
％
未
満
に
と
ど

％
未
満
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
人
件
費
と
委
託

ま
っ
て
い
る
こ
と
、
人
件
費
と
委
託

費
が
医
業
収
益
の
約
８
割
を
占
め
る

費
が
医
業
収
益
の
約
８
割
を
占
め
る

硬
直
的
な
費
用
構
造
が
課
題
と
し
て

硬
直
的
な
費
用
構
造
が
課
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏

指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
踏

ま
え
、
第
３
期
中
期
計
画
原
案
で
は
、

ま
え
、
第
３
期
中
期
計
画
原
案
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
換
に
よ

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
へ
の
転
換
に
よ

る
病
床
稼
働
率
の
向
上
、
委
託
業
務

る
病
床
稼
働
率
の
向
上
、
委
託
業
務

の
一
部
内
製
化
に
よ
る
委
託
費
の
削

の
一
部
内
製
化
に
よ
る
委
託
費
の
削

減
、
総
合
診
療
医
の
育
成
強
化
に
よ

減
、
総
合
診
療
医
の
育
成
強
化
に
よ

る
常
勤
医
の
確
保
、
そ
し
て
各
診
療

る
常
勤
医
の
確
保
、
そ
し
て
各
診
療

○
議
案
第
31
号

　

筑
西
市
蓮
沼
忠
雄
育
成
基
金
条
例
等

　

の
廃
止
に
つ
い
て

問問
直
近
の
同
基
金
の
残
高
と
廃
止
後
の

直
近
の
同
基
金
の
残
高
と
廃
止
後
の

取
扱
い
は
。

取
扱
い
は
。

答答
令
和
８
年
２
月
末
現
在
、
育
成
基
金

令
和
８
年
２
月
末
現
在
、
育
成
基
金

が
５
０
０
万
円
、
育
成
運
用
基
金
が

が
５
０
０
万
円
、
育
成
運
用
基
金
が

１
７
４
万
３
，
０
８
２
円
。
基
金
廃

１
７
４
万
３
，
０
８
２
円
。
基
金
廃

止
後
の
残
高
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

止
後
の
残
高
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
施
設
整
備
基
金
に
積
立
て
を
予
定

育
施
設
整
備
基
金
に
積
立
て
を
予
定

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

科
収
支
の
見
え
る
化
に
よ
る
経
営
改

科
収
支
の
見
え
る
化
に
よ
る
経
営
改

善
管
理
の
徹
底
な
ど
が
具
体
的
な
取

善
管
理
の
徹
底
な
ど
が
具
体
的
な
取

組
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。

組
と
し
て
反
映
さ
れ
た
。

問問
こ
の
計
画
を
承
認
す
る
に
当
た
り
、

こ
の
計
画
を
承
認
す
る
に
当
た
り
、

市
の
チ
ェ
ッ
ク
は
担
当
部
署
だ
け
で

市
の
チ
ェ
ッ
ク
は
担
当
部
署
だ
け
で

行
っ
た
の
か
。

行
っ
た
の
か
。

答答
本
市
の
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

本
市
の
チ
ェ
ッ
ク
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
は
、
担
当
部
署
の
み
で
行
っ
た
も

て
は
、
担
当
部
署
の
み
で
行
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
茨
城
県
西
部
医
療
機

の
で
は
な
く
、
茨
城
県
西
部
医
療
機

構
に
お
い
て
原
案
作
成
後
、
外
部
有

構
に
お
い
て
原
案
作
成
後
、
外
部
有

識
者
に
よ
る
評
価
委
員
会
で
の
審
査

識
者
に
よ
る
評
価
委
員
会
で
の
審
査

に
加
え
、
庁
内
内
部
組
織
で
あ
る
運

に
加
え
、
庁
内
内
部
組
織
で
あ
る
運

営
検
討
会
に
お
い
て
も
全
庁
的
な
視

営
検
討
会
に
お
い
て
も
全
庁
的
な
視

点
か
ら
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
た

点
か
ら
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
た

と
こ
ろ
。
ま
た
、
検
討
期
間
中
に
は
、

と
こ
ろ
。
ま
た
、
検
討
期
間
中
に
は
、

適
時
、
市
長
へ
報
告
を
行
い
、
方
針

適
時
、
市
長
へ
報
告
を
行
い
、
方
針

や
情
報
共
有
を
図
っ
た
上
で
策
定
を

や
情
報
共
有
を
図
っ
た
上
で
策
定
を

進
め
て
き
た
。

進
め
て
き
た
。

議案質疑 ・常任委員会 



○
議
案
第
15
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

問問�

ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
増
や
す
考
え
は
。
ま
た
、
ラ
ン
ド
セ

ル
は
義
務
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
受
取

り
を
希
望
し
な
か
っ
た
方
へ
の
対
応

は
。

答答��

色
が
増
え
る
と
単
価
が
上
が
る
可
能
性

色
が
増
え
る
と
単
価
が
上
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
の
回
答
を
業
者
か
ら
受
け
て

が
あ
る
と
の
回
答
を
業
者
か
ら
受
け
て

は
い
る
が
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

は
い
る
が
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
義
務
で
は
な
い
も

い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
義
務
で
は
な
い
も

の
の
、
受
取
り
を
希
望
し
な
い
方
へ
の

の
の
、
受
取
り
を
希
望
し
な
い
方
へ
の

代
替
品
等
は
支
給
し
て
い
な
い
。

代
替
品
等
は
支
給
し
て
い
な
い
。

○
議
案
第
29
号

　

筑
西
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

問問�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
室
を
廃
止
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
経
緯
は
。

答答��

老
朽
化
に
よ
り
部
品
交
換
で
は
対
応
で

老
朽
化
に
よ
り
部
品
交
換
で
は
対
応
で

き
ず
、
撤
去
費
込
み
で
修
繕
に
約
２
，

き
ず
、
撤
去
費
込
み
で
修
繕
に
約
２
，

２
０
０
万
円
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

２
０
０
万
円
か
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

ま
た
、
施
設
そ
の
も
の
が
、
昭
和

ま
た
、
施
設
そ
の
も
の
が
、
昭
和
6060
年年

３
月
竣
工
の
建
物
で
あ
り
、
老
朽
化
に

３
月
竣
工
の
建
物
で
あ
り
、
老
朽
化
に

加
え
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
建
築
さ
れ

加
え
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
建
築
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
た
。

し
た
。

問問�

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
の
中
で
、
単

な
る
憩
い
だ
け
で
は
な
く
、
お
風
呂
も

使
え
る
と
い
う
施
設
の
利
用
価
値
の
検

討
は
行
っ
た
の
か
。

答答��

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
提
供
す
る
こ
と

高
齢
者
の
生
き
が
い
を
提
供
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

は
重
要
で
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。
お
風
呂
だ
け
が
生
き
が

行
っ
て
い
る
。
お
風
呂
だ
け
が
生
き
が

い
の
場
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
交
流

い
の
場
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
交
流

等
は
図
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
市

等
は
図
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
市

内
に
は
、
道
の
駅
の
シ
ャ
ワ
ー
や
筑
西

内
に
は
、
道
の
駅
の
シ
ャ
ワ
ー
や
筑
西

遊
湯
館
、あ
け
の
元
気
館
も
あ
る
た
め
、

遊
湯
館
、あ
け
の
元
気
館
も
あ
る
た
め
、

お
風
呂
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら

お
風
呂
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら

を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
文
教
委
員
会

◎
大
嶋
　
　
茂　

〇
塚
田
　
砂
与

　

吉
富
　
泰
宣　
　

三
澤
　
隆
一

　

藤
澤　

和
成　
　

増
渕
　
愼
治

　

仁
平　

正
巳　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案 14案を審査しました。
いずれも原案のとおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

※　

議
案
第
19
号
に
関
す
る
審
査
に
つ
い

　

て
は
、
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

8
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経
済
土
木
委
員
会

◎
保
坂　

直
樹　

〇
小
倉
ひ
と
美

　

新
井　
　

暁　
　

日
髙　

久
江

　

森　
　

正
雄　
　

田
中　

隆
徳

　

秋
山
　
恵
一　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案４案を審査しました。
いずれも原案のとおり可決しました。

○
議
案
第
20
号

　

令
和
７
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正　

　

予
算
（
第
９
号
）

◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

問問�

寄
附
し
た
企
業
は
何
社
か
。

答答
3737
社
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

社
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問問�
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
く
に

当
た
り
、
市
が
使
用
し
た
経
費
は
い
く

ら
か
。

答答
令
和
７
年
度
年
度
の
執
行
額
で

令
和
７
年
度
年
度
の
執
行
額
で

１
１
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

１
１
０
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

◇
市
民
農
園
運
営
管
理
事
業

問問�

市
民
農
園
の
利
用
者
の
推
移
は
。

答答
令
和
５
年
度
が
１
７
７
区
画
で

令
和
５
年
度
が
１
７
７
区
画
で
7878
名
、
名
、

令
和
６
年
度
が
１
４
５
区
画
で

令
和
６
年
度
が
１
４
５
区
画
で
6565
名
、
名
、

令
和
７
年
度
が
１
１
８
区
画
で

令
和
７
年
度
が
１
１
８
区
画
で
5252
名
で
名
で

あ
る
。

あ
る
。

問問�

市
民
農
園
の
利
用
者
は
、
返
還
予
定
の

と
こ
ろ
を
返
還
し
て
も
利
用
は
続
け
ら

れ
る
か
。

答答
現
在
、
市
内
の
市
民
農
園
で
は
、
民
間

現
在
、
市
内
の
市
民
農
園
で
は
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
貸
付
け
農
園
が
実
施
さ

事
業
者
に
よ
る
貸
付
け
農
園
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ

れ
て
い
る
。
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
こ

と
と
し
て
も
、
事
業
の
継
続
が
可
能
と

と
と
し
て
も
、
事
業
の
継
続
が
可
能
と

判
断
で
き
、
市
が
運
営
主
体
と
し
て
行

判
断
で
き
、
市
が
運
営
主
体
と
し
て
行

う
必
要
性
も
低
下
し
て
い
る
た
め
、
市

う
必
要
性
も
低
下
し
て
い
る
た
め
、
市

民
農
園
の
規
模
縮
小
を
検
討
し
て
い

民
農
園
の
規
模
縮
小
を
検
討
し
て
い

る
。
る
。

◇
か
ん
が
い
排
水
事
業
（
車
堰
）

問問�

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
で
車
堰
の
場

所
は
ど
こ
な
の
か
。
ま
た
、
ど
の
河
川

な
の
か
。

答答
車
堰
の
場
所
は
、
栃
木
県
真
岡
市
石
島

車
堰
の
場
所
は
、
栃
木
県
真
岡
市
石
島

地
内
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
河
間
土
地

地
内
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
河
間
土
地

改
良
区
が
関
係
団
体
と
な
っ
て
お
り
、

改
良
区
が
関
係
団
体
と
な
っ
て
お
り
、

樋
口
地
内
と
落
合
地
内
が
受
益
地
と

樋
口
地
内
と
落
合
地
内
が
受
益
地
と

な
っ
て
い
る
。
河
川
に
つ
い
て
は
、
五

な
っ
て
い
る
。
河
川
に
つ
い
て
は
、
五

行
川
と
な
っ
て
い
る
。

行
川
と
な
っ
て
い
る
。

（※議案は議決一覧表参照）
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